
公表︓令和 4 年 3 ⽉ 31 ⽇

事業所名     えいぶる本庄                  

保護者等数（児童数） 20    回収数  14     割合  70   ％

チェック項⽬ はい どちらとも
いえない いいえ ご意⾒

1 ⼦どもの活動等のスペースが⼗分に確保
されているか

71% 29% 0%

・広い⽅だとは思うが、欲をい
えばもう少し広い⽅がいい。
・室内で体を動かす遊びもでき
ているが、激しい時はボールが
ぶつかったりもしているようで
す。
・勉強スペースがもう少し広い
といいなと思います。
・⼈数の割には⼿狭に感じま
す。
・体を動かす活動もできている
ようで、満⾜しています。
・よく分かりません…が、先⽇
遊んでいる所を⾒て、もう少し
広ければもっと楽しめるのでは
…と感じました。

2 職員の配置数や専⾨性は適切であるか 93% 7% 0%
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保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）



3
事業所の設備等は、スロープや⼿すりの
設置などバリアフリー化の配慮が適切に
なされているか

29% 64% 7%

・そこまで確認したことがない
・ビルの⼊り⼝のドアがもう少
しゆっくり閉まるといいです。
・段もありますし、ドアも重い
ので少し⼤変です。
・内は⼤丈夫だと思いますが…
先⽇、⾬の⽇に外ですべり尻も
ちをついてしまいました…
・トイレが⾔わないと⾏けな
い︖からかよくガマンして帰っ
てきて、「もれる、もれる〜」
とあわててトイレにかけこんで
ます。作り（設備）で仕⽅ない
ですけど…

4
⼦どもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、放課後等デイサービ
ス計画*1が作成されているか

93% 7% 0%

・その時々の⼦どもの状況に応
じて作っていただいています。
・こちらがお話しした困りごと
等をしっかり組み込んで作成し
て頂きました。

5 活動プログラム*2が固定化しないよう⼯
夫されているか

86% 14% 0%

・いろいろな活動、いつも楽し
みにしてます。ありがとうござ
います。
・様々な体験をさせて頂いてい
ます。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、
障がいのない⼦どもと活動する機会があ
るか

21% 58% 28%

7
⽀援の内容、利⽤者負担等について丁寧
な説明がなされたか

100% 0% 0%
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8
⽇頃から⼦どもの状況を保護者と伝え合
い、⼦どもの発達の状況や課題について
共通理解ができているか

100% 0% 0%

・連絡帳でも送迎時も毎回⼦ど
もの様⼦を教えていただきあり
がたいです。
・いつもお会いできた時はお話
しくださって助かってます。
（様⼦が分かって）
・⾃宅への送迎の際には毎回、
その⽇の様⼦をお話し頂きあり
がたいです。
・よく話を聞いてもらい、アド
バイスももらえて話せる時間を
ありがたく思います。

9
保護者に対して⾯談や、育児に関する助
⾔等の⽀援が⾏われているか

71% 29% 0%

10
⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の
開催等により保護者同⼠の連携が⽀援さ
れているか

7% 36% 57% ・保護者同⼠では関りはない。

11

⼦どもや保護者からの苦情について、対
応の体制を整備するとともに、⼦どもや
保護者に周知・説明し、苦情があった場
合に迅速かつ適切に対応しているか

64% 36% 0%
・苦情が出ているのかわからな
い。
・苦情が出ているのか不明

12 ⼦どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

100% 0% 0%

・LINEや連絡帳で情報伝達が気
軽にできてとてもいいです。
・いつも遅くにLINE等すみませ
ん。いつでも（思い⽴った時
に）連絡できて助かっていま
す。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や⾏事予定、連絡体制等の情報や業
務に関する⾃⼰評価の結果を⼦どもや保
護者に対して発信しているか

57% 43% 0%

・ホームページで更新が少なめ
かなと思いましたが、インスタ
で発信されていました。普通
使ってなくて気づきませんでし
た。
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14 個⼈情報に⼗分注意しているか 71% 29% 0%
・連絡帳に個⼈名が書かれてい
ましたが、すぐに対応いただけ
ました。

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、保
護者に周知・説明されているか

57% 43% 0%

16
⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が⾏われている
か

71% 29% 0%

17 ⼦どもは通所を楽しみにしているか 93% 0% 7%

・いつも楽しい活動をありがと
うございます。楽しく通所でき
ています。
・毎回楽しみに通っています。
・ものすごく楽しみにしていま
す。
・いつも楽しいイベントありが
とうございます。楽しかったー
と笑顔で帰ってくるので、その
話など楽しみにしています。

18 事業所の⽀援に満⾜しているか 93% 7% 0%

・通えていない中でも、いつで
もいいですよと声かけしても
らって、ありがたいです。
・学校では1⼈でいることもある
ので、みんなでワイワイできる
えいぶるではとても楽しそうに
しています。休みの⽇のイベン
トもとても楽しみにしていま
す。
・楽しく活動に参加するのはよ
いのですが、それで療育になっ
ているのかどうか⾃分の事を振
り返っても疑問です。
・⼦どもに丁寧に向き合って頂
き満⾜しています。
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*1 放課後等デイサービスを利⽤する個々の⼦どもについて、その有する能⼒、置かれている環境や⽇常⽣活全
般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な⽀援⽬標及び達成時期、⽣活全般の質を向上させるための
課題、⽀援の具体的内容、⽀援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス
事業所の児童発達⽀援管理責任者が作成する。

*2 事業所の⽇々の⽀援の中で、⼀定の⽬的を持って⾏われる個々の活動のこと。⼦どもの障がい特性や課題、
平⽇／休⽇／⻑期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。



ご意⾒を踏まえた対応

体を動かすような活動をするときに
は、ご指摘の通り狭く感じられるこ
とも多い。事業所の場所⾃体の変更
は難しいので、可能な時には専⽤の
場所や体育館を借りるなどして、思
い切り⾝体を動かせるような⼯夫を
していきたい。

スタッフの資格についてご存じない
保護者の⽅も多いので、スタッフの
紹介をするお知らせなどもしていき
たい。

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）



賃貸のビルなので共⽤部分の設備の
調整は難しい。ただ、⼤家さんと話
をしてみるなどの⼯夫はしていきた
い。⼊り⼝やトイレがネックになっ
ている。⼊りにくい保護者様には電
話などで連絡してもらえれば外での
引き渡しができることなどをアナウ
ンスしていく。またトイレに関して
はこまめに声掛けすることでカバー
していきたい。

お⼦様の状態について、保護者様と
の⾒解が⾷い違う場合もあるため、
丁寧にすり合わせをしていきたい。

新しい活動をやりたがらない⼦も多
いが、こまめに段階をわけて対応し
て、不安感を払しょくできるようサ
ポートしていきたい。

地域のイベントなどに参加すること
もある。特段障がいのことについて
説明しなくても⾃然とその場になじ
んで活動できるときもあるが、そう
でないときもあるので、相⼿⽅との
打ち合わせや意⾒のすり合わせを丁
寧に⾏っていきたい。

契約時に説明している。調整があっ
た場合には⽂書にてお知らせしてい
る。



保護者様とお会いできるときには、
できるだけ詳しい情報共有を⾏うよ
うにしている。ご家庭では事業所で
⾒せるのとはまったく違った様⼦
だったりするので、お⼦様のことを
理解するうえで⼤変役⽴つ意⾒を頂
いている。

普段の送迎時などに話をしている。
今年度は個別の⾯談が⾏えなかった
ので、来年度は実施していきたい。

なかなか難しい状況が続いている
が、コロナが落ち着いたら保護者の
⽅にも参加いただけるようなイベン
トなどを計画していきたい。

契約時に苦情や相談の窓⼝について
説明している。⽇頃から細かい点も
できるだけ早めに情報共有をするよ
うにはしているので、⼤きな不満や
苦情にはつながりにくいと⾃負して
いる。ただ、もっと信頼関係を深め
ていってちょっとしたことでも⾔い
やすい雰囲気にはしていきたい。

保護者様には、それぞれのやりやす
い⽅法で連絡がとれるようアナウン
スをしている。⼦どもたちはなかな
か気持ちや意思を表せないときもあ
るので、⾔いやすい雰囲気づくりや
聞き⽅の⼯夫をこころがけていきた
い。

インスタグラムで情報発信をしてい
るが、周知が⼗分でなかったり、普
段使われていない⽅もいらっしゃる
ようなので、HPなども引き続き更新
していきたい。



⼦どもたちがいる前で連絡帳などを
書いたりするが、興味本位でじっと
覗き込んでくる⼦もいる。不⾃然に
ならない程度にガードし、できるだ
け個⼈情報を守れるようにしていき
たい。

都度⽂書にて対策やお願いと⾔った
形で周知をしていたつもりだった
が、マニュアルという認識ではな
かったかもしれない。具体的な指針
をまとめたものを⽤意していきた
い。

避難訓練や防災イベントなどを企画
して実施している。保護者との連携
について、来年度以降引き渡し訓練
などもして、深めていきたい。

全ての⼦に100パーセント喜ばれる
⽀援というのは難しいかもしれない
が、できるだけ⾊々な⼦に喜んでも
らえるようなサービスやイベントを
企画していきたい。

ありがたいご意⾒、貴重なご意⾒を
頂いている。⼦どもたちが喜ぶと
いった観点だけでなく、その⼦の療
育になっているのかどうかという視
点を失わず、専⾨性を⾼めていく必
要がある。


